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人
と
地
域
の
つ
な
が
り
を

つ
く
る
　
自
治
・協
働

●
集
落
実
態
調
査
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。
調
査
で
「
見
え
る
化
」

さ
れ
た
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど

の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
し
、
集
落
の
維
持
・
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

●
協
働
に
あ
た
っ
て
「
人
材
育
成
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
た
行

政
職
員
の
資
質
向
上
と
「
i

座
談

会
」
な
ど
住
民
と
行
政
の
対
話
の

場
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
来
島
拠
点
複
合
施
設
は
、
公
民

館
や
図
書
館
、
学
習
支
援
館
な
ど

が
一
体
と
な
っ
た
複
合
的
な
施
設

と
し
て
本
年
９
月
末
の
完
成
を
目

指
し
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
　
教
育
・文
化
・子
育
て

●
出
産
祝
金
の
対
象
を
第
1
子
か

ら
に
拡
充
し
、
オ
ム
ツ
な
ど
の
子
ど

も
用
品
を
２
歳
に
な
る
ま
で
支
給

し
ま
す
。
※
詳
細
は
6
ペ
ー
ジ
に
記
載

　

保
育
料
完
全
無
償
化
も
継
続
し

な
が
ら
、
高
校
生
の
医
療
費
無
償

化
を
検
討
し
ま
す
。

●
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
「
全
世

代
型
の
総
合
相
談
窓
口
」
と
位
置

付
け
、
幅
広
く
相
談
に
応
じ
、
支

援
す
る
体
制
を
整
え
ま
す
。
子
ど

も
若
者
支
援
や
、
高
齢
者
相
談
窓

口
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

併
せ
て
、
新
た
に
「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備

し
、
産
前
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
含

む
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
、
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
展
開

し
ま
す
。

●
保
小
中
高
一
貫
教
育
の
特
色
を

活
か
し
、
保
育
所
か
ら
の
学
び
の

記
録
簿
「
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
」

を
導
入
し
、
豊
か
な
地
域
資
源
を

活
用
し
た
「
生
命
地
域
教
育
」
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
主
体
性
や
創

造
力
、
実
行
力
、
発
信
力
を
伸
ば

し
、
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
成

し
ま
す
。

い
き
い
き
暮
ら
せ
る

し
ご
と
を
つ
く
る
　
産
業

●
中
山
間
直
接
支
払
制
度
第
５
期

対
策
に
併
せ
て
、
農
家
や
法
人
が

農
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め

の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

●
園
芸
作
物
の
生
産
拡
大
と
新
規

就
農
者
の
支
援
の
た
め
、
新
た
に

14
棟
の
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
を
整
備
し

ま
す
。
ま
た
、
ほ
場
整
備
に
よ
る
高

収
益
作
物
の
導
入
を
目
指
し
、
県

推
奨
６
品
目
の
ひ
と
つ
「白
ネ
ギ
」

の
実
証
栽
培
を
実
施
し
ま
す
。

●
繁
殖
雌
牛
の
改
良
を
促
進
す
る

た
め
の
「
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
」
の
実

施
を
支
援
し
ま
す
。

●
町
内
の
後
継
者
不
在
事
業
所
の

「
事
業
承
継
」
を
支
援
す
る
た
め
、

新
た
に
推
進
員
を
配
置
し
、
相
談
・

指
導
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
担
い
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め

「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
」
の
設
立
に
向
け
て
準
備
を
進

め
ま
す
。

暮
ら
し
に

安
心
を
つ
く
る

保
健
・医
療
・介
護
・福
祉

●
自
治
組
織
の
健
康
づ
く
り
に
向

け
た
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た

町
内
企
業
の
健
康
経
営
、
従
業
員

の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

●
飯
南
病
院
と
診
療
所
は
、
島
根

県
や
島
根
大
学
、
非
常
勤
の
先
生

方
の
協
力
に
よ
り
、
現
在
の
医
療

体
制
を
維
持
し
ま
す
。
ま
た
、
医

師
・
看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
・
介
護

福
祉
士
な
ど
医
療
福
祉
従
事
者
を

目
指
す
学
生
を
支
援
し
ま
す
。

●
運
転
免
許
を
持
た
な
い
方
の
外

出
を
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
タ
ク

シ
ー
運
賃
の
半
額
を
助
成
し
ま

す
。
ま
た
運
転
免
許
を
自
主
返
納

さ
れ
た
方
に
は
２
万
円
分
の
タ
ク

シ
ー
優
待
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す

｟ど
ち
ら
も
町
内
の
タ
ク
シ
ー
移
動
に
限
る
｠
。

※
詳
細
は
7
ペ
ー
ジ
に
記
載

暮
ら
し
に
必
要
な
生
活
基

盤
を
つ
く
る
　
生
活
環
境

●
赤
来
地
域
に
続
き
頓
原
地
域
の

光
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
が
完
了
し
、

町
内
全
域
の
高
速
情
報
通
信
網
が

整
い
ま
し
た
。
今
後
、
教
育
・
医
療
・

介
護
な
ど
へ
の
活
用
や
、
起
業
に

向
け
た
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

●
現
在
運
行
し
て
い
る
バ
ス
路
線

の
維
持
と
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
に

よ
り
、
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

●
雲
南
市
・
奥
出
雲
町
と
の
広
域

連
携
に
よ
り
、
令
和
14
年
度
稼
働

予
定
の
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
整
備
を

検
討
し
ま
す
。

 
生
命
地
域
を
守
る

自
然
環
境

●
県
自
然
環
境
保
全
地
域
｟
女
亀

山
、
赤
名
湿
地
性
植
物
群
落
｠
や
大
万
木

山
・
琴
引
山
な
ど
の
森
林
、
赤
名

川
・
頓
原
川
な
ど
の
河
川
を
保
全

す
る
住
民
団
体
の
活
動
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
自
然
環
境
保
全
活

動
に
取
り
組
む
人
材
の
確
保
と
育

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

令和2年度 施政方針

価値ある飯南暮らしへ
価値ある飯南暮らしへ
令和2年度 施政方針

令和２年度は、「第２次飯南町総合振興計画の後期基本計画」「第２期総合戦略」

がスタートします。この計画は、副題を「飯南町　農村価値創生～価値ある飯南

暮らしへ～」とし、外からの視点を取り入れながら、本町の資源や暮らしの知恵

を生かし、都市と農村が共生する社会を築くことにより、本町に暮らす住民の

生活満足度・幸福度を向上させ、一定の人口を保とうとするものです。「価値あ

る飯南暮らし」の実現に向けて、行政のみならず、集落ごとの目標を定めなが

ら、住民の皆さんと一緒に取り組んでいきます。

詳しくはこちらをご覧ください。
令和２年第２回飯南町議会定例会 

町長所信表明及び提案理由説明要旨



約40人が本田さんの発表に耳を傾
けていました飯南町で２番目の取得

参加者は、藤山さんのデータに基づく説明に聴き入っていました

下赤名地区の良いところを時間いっぱい話した岡田博文さん

赤来中学校前の道路を駆け抜ける

吾郷統括支店長（左）と源副本部長（中）

〈地域振興課〉

志津見地区での加工品開発、
交流活動

栃木　健吾
〈地域振興課〉

宇山地区での加工品開発、
交流活動

加集　淳子

〈産業振興課〉 新任

大しめなわ創作館での創作活
動、PR活動

古賀　崇真子
〈教育委員会〉 新任

飯南高校でのキャリア教育支
援、生徒募集

渡邊　彩子
〈地域振興課〉

国道54号沿線の活性化対策

山本　かおり
〈産業振興課〉

大しめなわ創作館での創作活
動、PR活動

林　正知
す    ま    こ

内
７
地
区
が
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
の

あ
り
方
を
語
る

町
　

赤
名
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で「
集

落
実
態
調
査
成
果
報
告
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

前
半
は
、７
地
区（
花
栗
、上
区
、町
区
、下

来
島
、野
萱
、下
赤
名
、上
赤
名
）が
集
落
の
10

年
後
の
理
想
像
や
こ
れ
か
ら
の
課
題
、自

慢
な
ど
を
発
表
。参
加
者
が
地
域
の
現
状

な
ど
を
知
り
、改
め
て
地
域
の
あ
り
方
を

考
え
る
機
会
に
な
って
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
、（一社
）持
続
可
能
な
地
域
社

会
総
合
研
究
所
所
長
の
藤
山
浩
さ
ん
が

「
田
園
回
帰
の
時
代
〜
飯
南
に
人
と
仕
事

を
と
り
も
ど
す
〜
」と
題
し
て
講
演
。藤

山
さ
ん
は「
困
っ
て
い
る
か
ら
帰
っ
て
き
て

ほ
し
い
で
は
な
く
、魅
力
的
な
地
域
だ
か

ら
帰
っ
て
き
た
い
と
思
わ
せ
る
こ
と
が
大

切
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
飯
南
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」の
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」は
、地
域
外
の

人
材
を
受
け
入
れ
、最
長
で
３
年
間
、地

域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
な
が
ら
、隊

員
本
人
の
そ
の
後
の
定
住
定
着
を
図
る

制
度
で
す
。

　

飯
南
町
で
は
、こ
れ
ま
で
に
28
人
の
隊

員
が
町
内
各
地
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

４
月
か
ら
新
た
に
２
人
の
新
隊
員
を
迎

え
、合
計
６
人
の
隊
員
が
活
動
中
で
す
。

ち
を
元
気
に
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊

ま

　

町
と
島
根
大
学
の
共
同
研
究
室「
飯

南
ラ
ボ（
ふ
る
さ
と
回
想
館
内
）」の
成
果
報
告

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
し
た
の
は
、小
田
真
木
地
区
に
10

日
間
滞
在
し
な
が
ら
研
究
を
重
ね
た
本

田
亮
太
さ
ん（
島
根
大
学
４
年
）。

　
本
田
さ
ん
は「
世
帯
と
集
落
に
は
相
互

作
用
が
あ
り
、積
極
的
に
活
動
し
て
い
る

集
落
は
、世
帯
継
承
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。ま
た
集
落
外
に
住
ん
で
い
る
出
身
者

が
帰
郷
す
る
と
き
の
判
断
基
準
の一つ
と

し
て
、集
落
活
動
の
有
無
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
」と
報
告
し
ま
し
た
。

　

飯
南
ラ
ボ
は
、平
成
30
年
７
月
に
開

設
。飯
南
町
の
魅
力
と
可
能
性
を
研
究

し
、大
学
生
と
住
民
の
交
流
の
場
に
も

な
って
い
ま
す
。

南
町
に
お
け
る
世
帯
継
承
と

集
落
維
持
に
関
す
る
地
理
的
研
究

飯飯
南
ラ
ボ
成
果
報
告
会

　
「
安
全
で
お
い
し
い
」を
兼
ね
備
え
た

産
品
を
生
産
す
る
生
産
者・生
産
方
法
を

島
根
県
知
事
が
認
証
す
る「
美
味
し
ま
ね

ゴ
ー
ル
ド（
美
味
し
ま
ね
認
証
上
位
基
準
）」を

（
農
）眞
栄
グ
ル
ー
プ
が
取
得
し
ま
し
た
。

（
米
で
取
得
）

　

代
表
理
事
の
伊
達
弘
文
さ
ん
は「
肥

料・農
薬
の
使
用
や
作
業
の
安
全
確
保
な

ど
、生
産
工
程
の
管
理
は
大
変
で
す
が

『
安
心・安
全
』な
米
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。今
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

栄
グ
ル
ー
プ
が

「美
味
し
ま
ね
ゴ
ー
ル
ド
」取
得

眞

集
落
実
態
調
査
成
果
報
告
会

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ

て
、町
内
各
所
で
交
通
安
全
啓
発
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
日
に
は
、赤
来
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ・

森
島
建
設（
株
）が「
交
通
安
全
パ
レ
ー

ド
」を
実
施
。赤
来
地
域
の
道
路
を
、交

通
安
全
の
の
ぼ
り
旗
を
取
り
付
け
た
軽

ト
ラ
で
走
り
な
が
ら
、安
全
運
転
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

赤
来
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
安
部
和

昭
さ
ん
は「
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
の
動
き

は
、特
に
予
測
が
つ
き
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ

そ
運
転
者
に
は『
か
も
し
れ
な
い
運
転
』

が
必
要
で
す
。こ
の
運
動
が
安
全
運
転
を

心
が
け
る
機
会
に
な
れ
ば
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

の
全
国
交
通

安
全
運
動

春

3/8
日

3/27
金

　
島
根
県
農
業
協
同
組
合

雲
南
地
区
本
部
か
ら「
農
業
と

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
」70
冊
の
寄
贈
を

受
け
ま
し
た
。

　
本
に
は
、給
食
に
使
わ
れ
て
い
る
食
材
が

ど
こ
で
、ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
て
い
る
の

か
が
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
源
副
本
部
長
は「
子
ど
も
た
ち
に
中
山

間
地
域
の
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

い
た
い
。ま
た
農
業
に
限
ら
ず
、自
分
が

育
っ
た
地
域
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
え
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

■
問
合
せ

教
育
委
員
会　
電
話
７
６・３
９
４
４

業
と
わ
た
し
た
ち

の
暮
ら
し
」寄
贈

「
農

3/25
水

3/12
木

み
な
も
と

4/6
月

4/15
水

45



予算の概要令和2年度

102億8,252万円［前年度比14.4％減］
一般会計 73億42万円

歳入歳出
　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、昨
年
と
同
様
に
歳
入
の
確
保

が
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
、財
政
調

整
基
金
２
千
万
円
、減
債
基
金
１

億
円
を
取
り
崩
す
予
算
と
し
て
い

ま
す（
基
金
＝
貯
金
）。令
和
元
年
度

末
の
実
質
公
債
費
比
率
は
11・4
％

と
な
る
見
込
み
で
、18
％
を
超
え
ず

健
全
な
財
政
運
営
を
保
て
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
が
、令
和
元
年
度
末

の一般
会
計
の
町
債
残
高（
借
金
）は
、

光
ケ
ー
ブ
ル
整
備
な
ど
大
規
模
事

業
の
影
響
で
増
加
し
１
０
０
億
円

を
超
え
、今
後
は
償
還
に
多
く
の
費

用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
総
合
振
興
計
画
や
総
合
戦
略
に

掲
げ
た
事
業
に
積
極
的
に
予
算
を

投
入
し
な
が
ら
も
、一層
の
財
政
の

健
全
化
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ　
企
画
財
政
課　

電
話
７
６・３
９
４
１

　歳出は、光ケーブルや来島拠点複合施設の整備にかかる経
費の減少により、前年度の当初予算と比較して約14億2千万
円（14.4％）減少しました。同様の理由で歳入では、国庫支出金
が約3億7千万円、町債（借金）の発行額が約12億2千万円減少
しています。

歳入の状況
　歳入全体に占める地方交付税・国県支出金・町債の割合は78.3％
で、歳入の大部分を国や県などから交付されるお金に頼っています。
町債は、昨年度から12億円余り減少し、9億5千万円余りを発行する
予定です。歳入の約半分を占める普通交付税は国勢調査人口を基に
金額を計算する項目が多くあります。前回の平成27年調査からの人
口減少は避けられないため、令和２年度の国勢調査の結果により、令
和３年度の普通交付税は大きく減少すると見込んでいます。

歳出の状況
　借金の返済費用にあたる公債費は10億5千万円余りで、昨
年とほぼ同額です。本年度も繰上償還を行う予定ですが、返済
費用に充てる資金の調達が年々厳しくなっています。普通建
設事業費の割合は17.5％で、光ケーブルなど大規模事業の減
少で昨年から15.5％減少しました。定員管理計画に基づいた
職員数の適正化や事務経費の節減に努め、効率的な事業実
施、健全な行財政運営を進めます。
※繰上償還…当初予定した期限を待たずに町債（借金）を返済すること

　簡易水道事業は既存施設の維持管理を中心に、下水道事業
は既存施設の維持管理のほか、合併処理浄化槽の設置を継続
して行います。病院事業では、超音波画像診断装置など各種医
療機器を更新します。※簡易水道事業は、佐見地区水道整備の
令和元年度予算の一部を令和２年度に繰り越しています。

特別会計
総額 29億8,210万円

総務関係　13億4,300万円
ケーブルテレビ運営
携帯電話の通信環境の改善（獅子）
森林を活用した地方創生の推進
定住促進対策（定住住宅建築(3戸)等）
地域おこし協力隊の活動
自治組織小型除雪機整備
飯南高校への支援
集落支援員の活動
志津見ダム周辺環境整備
小さな拠点づくりの推進（地域づくり活動応援事業補助金等）
人材確保支援センターの運営
自動運転長期実証実験
自治振興組織等の活動支援
町営バスの運行（町営バス更新(1台)1,215万円）
町長選挙の執行
国勢調査の実施

7,694万円
4,484万円
1,830万円

1億1,799万円
730万円
208万円
3,896万円
1,912万円
3,186万円
542万円
150万円
99万円
868万円
9,737万円
942万円
463万円

民生関係　12億6,656万円
外出支援タクシー助成
（運転免許を所持していない人）
老人ホーム入所措置
障がい者福祉の推進
障がい者就労施設の整備支援
子育て支援
（★出産祝金1～2子分（3子以降拡充）、★子育て用品の支給）
出会いの創出（イベント開催、結婚祝い金等）
保育士確保対策
子ども若者支援
（子ども・若者の心のケア、相談支援）
児童手当支給
保育所の運営
子ども等医療費助成

180万円

1億1,851万円
2億791万円
5,800万円
887万円

436万円
470万円
527万円

5,249万円
2億4,496万円
1,647万円

衛生関係　8億4,958万円
医療従事者確保対策
骨髄移植ドナー支援
感染症予防（各種予防接種）
各種健診の実施（健康診断、がん検診、歯科検診等）
乳幼児健診等の実施
（各種健診、不妊治療助成等）
子育て世代包括支援センターの運営
（相談室の整備、相談体制の充実）
飯南病院の運営資金
ゴミ処理施設運営
（雲南エネルギーセンター長寿命化工事9,935万円）

1,712万円
20万円

1,575万円
3,622万円
803万円

1,253万円

3億3,820万円
1億9,331万円

農林水産業関係 　8億2,301万円
農作物鳥獣被害対策
園芸振興対策（★白ネギ実証栽培支援）
中山間直接支払
売れる米づくり事業
環境保全型農業直接支援対策
多面的機能支払
リースハウス団地の整備（14棟）
優良牛確保対策（保留導入、★ゲノミック評価）
農道の整備（6路線）
農地の整備（基盤整備等）
ため池の改修等
地籍調査
木質バイオマス推進
森林経営管理制度の推進
造林事業の実施
林道の整備（草峠線）

2,665万円
545万円

1億7,040万円
263万円
1,296万円
9,413万円
7,541万円
185万円
5,471万円
3,117万円
1,790万円
7,342万円
382万円
2,375万円
7,885万円
2,100万円

商工観光関係　3億580万円
創業支援（若者創業、新産業創出等）
森林セラピー推進（★セラピーロード改修301万円）
琴引山登山道案内看板等整備
地域おこし協力隊の活動
大しめ縄の町ブランド推進
観光協会補助金
各観光交流施設の運営

1,285万円
830万円
250万円
820万円
345万円
3,750万円

1億7,765万円

土木関係　8億6,299万円
町道除雪対策（除雪ドーザ更新(1台)2,427万円）
橋梁の長寿命化
法面等災害防除事業
町道松本頓原線の整備
町道頓原長谷線の整備
通学路の整備
町道角井境線の整備
町道八神千原線の整備
町道松本酒谷線の整備
町道リフレッシュ
住宅店舗リフォーム等助成事業
木造住宅耐震診断・改修費助成
新衣掛団地３号棟建築

7,218万円
6,733万円
1,295万円
6,383万円
4,353万円
2,871万円
1,230万円
2,249万円
3,200万円
3,000万円
180万円
73万円

1億2,550万円

消防関係　2億9,163万円
消防団活動費等
消防ポンプ自動車更新（1台）
来島消防防災センター整備
防災拠点施設整備
（消防操法練習場・防災倉庫）

3,560万円
2,210万円
2,405万円
5,400万円

議会関係  　　6,158万円
公 債 費  10億5,347万円
予 備 費  　　1,000万円

教育関係　4億3,280万円
学習支援館の運営
教育魅力化推進事業
地域おこし協力隊の活動
子どもたちの海外研修等参加費助成
小学校教育の推進
中学校教育の推進
放課後子どもプラン
公民館活動の推進
図書館の運営
体育施設の改修
（志 ト々レセン、赤名山村広場テニスコート）
学校給食の支援

1,758万円
505万円
1,096万円
61万円

9,283万円
5,905万円
796万円
3,775万円
909万円
2,057万円

4,407万円

自主
財源

依存
財源

そ
の
他
の
経
費

義
務
的
経
費

投資的
経費

町税
4億7,448万円
6.5％

その他
11億593万円
15.2％

国県支出金
10億5,781万円
14.5％

町債
9億5,220万円
13.0％

地方交付税
37億円1,000万円

50.8％

人件費
9億6,884万円
13.3％

扶助費
6億468万円
8.3％

公債費
10億5,325万円
14.4％

普通建設事業費
12億7,635万円
17.5％積立金

1億9,841万円
2.7％

物件費
9億4,627万円
13.0％

補助費
17億5,729万円
24.1％

繰出金
3億502万円 4.2％

維持補修費
9,636万円
1.3％

貸付金等
8,395万円 1.1％

予備費
1,000万円
0.1％

国民健康保険事業  
後期高齢者医療事業
介護保険サービス事業 
病院事業  
簡易水道事業 
下水道事業  

6億1,407万円
1億8,041万円
3,808万円

12億8,195万円
3億3,093万円
5億3,666万円

6.3％減
6.7％増
8.5％増
0.9％増
46.1％減
0.4％減

会計名 予算額 前年度比

町民1人当たり・1世帯当たり
令和2年4月1日現在　人口：4,752人　世帯：2,027戸

★新規事業一般会計予算の主な使い道

●使用する費用
　1人当たり：154万円
　1世帯当たり：360万円

●負担する税金
　1人当たり：10万円
　1世帯当たり：23万円

一般会計・特別会計合わせて

●
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
助
成

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・18
歳
以
上
の
飯
南
町
民

　
（
高
校
生
を
除
く
）

・運
転
免
許
を
持
って
い
な
い
人

・町
税
等
公
共
料
金
に
滞
納
が
な
い
人

助
成
内
容　

　
運
賃
の
半
額
を
助
成（
町
内
の
タ
ク
シ
ー
移

動
に
限
る
）※
毎
年
４
月
〜
翌
３
月
ま
で
の

間
、24
回
の
利
用
が
可
能
で
す
。

●
運
転
免
許
自
主
返
納
者

　
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
助
成

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・飯
南
町
民

・令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
に
、運
転
免

　
許
を
自
主
返
納
し
た
人

・町
税
等
公
共
料
金
に
滞
納
が
な
い
人

助
成
内
容

　
２
万
円
分
の
優
待
乗
車
券
を
交
付

　
（
町
内
の
タ
ク
シ
ー
移
動
で
利
用
可
能
）

役
場
各
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

保
健
福
祉
課　

電
話
７
２・１
７
７
０

内
の
タ
ク
シ
ー
移
動

を
支
援

町 ●
子
育
て
用
品
を
支
給
し
ま
す

対
象　

0
歳
か
ら
1
歳
ま
で
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

※
申
請
時
に
保
護
者・子
ど
も
い
ず
れ
も

町
内
に
住
所
が
あ
り
、引
き
続
き
町
内
に

居
住
す
る
意
思
が
あ
る
場
合
に
限
る
。町

税
等
に
滞
納
が
あ
る
場
合
は
対
象
外

助
成
内
容　

お
む
つ
、お
し
り
ふ
き
、ベ

ビ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ン
等
の
現
物
で
年
間
６
万

円
分（
１
カ
月
当
た
り
５
千
円
分
ま
で
）

※
対
象
世
帯
に
は
、役
場
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
お
子
さ
ん
の
誕
生
を
お
祝
い
し
ま
す

対
象　
次
の
要
件
全
て
を
満
た
す
保
護
者

・令
和
２
年
４
月
２
日
〜
令
和
７
年
４
月
１

日
の
間
に
生
ま
れ
た
子
を
養
育
し
て
い
る

・
保
護
者
は
出
産
時
に
、子
ど
も
は
申
請

時
に
町
内
に
住
所
が
あ
り
、引
き
続
き
町

内
に
居
住
す
る
意
思
が
あ
る

・飯
南
町
第
３
子
以
降
子
育
て
世
帯
給
付

金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

・町
税
等
の
滞
納
が
な
い

助
成
内
容　
第
１
子
と
第
２
子
10
万
円
、

第
３
子
以
降
50
万
円

■
問
合
せ　
住
民
課　

電
話
７
２・２
２
１
３

育
て
を
支
援

子

★新規事業

※簡易水道事業は、佐見地区水道整備が令和元年度で終了するため大きく減少しています。
　（一部令和２年度に繰り越し）

★

★

★

★

★

★

★ ★
★

★

★

★

★
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飯南町行政機構･職員配置表

福祉事務所 電話72-1773 ［所長］ 安部 農

飯南病院 電話72-0221　［院長］ 角田耕紀　［副院長］ 三上隆浩　　来島診療所 電話76-2309　［所長］ 石橋和樹（兼務）
診　療　部

看　護　部

管　理　部 

医療技術部

［診療部長］ 石橋和樹

福 祉 担 当 三島智恵・後長隆哉・烏田範昭

竹田和希・松本賢治・吉村美咲

田部裕子・古林恵美・奥野裕衣・田辺伶奈・那須有美子
上田哲也・長岡嵩斉・安田一平・伊藤久実  

吉田育枝

三上大輔・和田泰裕

［看護部長］ 須山奈穂子
［看護師長］ 大上千恵
［看護師長］ 宍戸陽子
［看護師長］ 高橋香織

［事務長］高橋克裕

［医療技術部長］竹田和希
［医療技術部次長］大坂健一
［科長］松村治香

［地域医療部長］石橋奈美

〈主な仕事〉診療

訪問看護ステーション 電話72-1781
［看護師長］ 加瀬部初恵 米原美水・森山智博 〈主な仕事〉訪問看護・訪問リハビリ

〈主な仕事〉看護・診療介助

保健福祉課 電話72-1770 ［課長］ 小玉千恵  ［課長補佐］ 本間康浩

保健・医療担当

地域包括支援
セ ン タ ー

地域包括ケア
推 進 担 当

嘉田将典・田中多美

〈主な仕事〉国保給付・住民健診

〈主な仕事〉子育て包括支援（妊娠期からの母子乳幼児期保健）
　　　　　青年期、壮年期、高齢期保健・予防接種・食育
　　　　　健康づくり・住民健康管理

福 祉 担 当 立脇峰子・景山雄斗 〈主な仕事〉福祉の総合的事務・敬老事業・介護保険・民生児童委員会
　　　　　乳児こども医療・後期高齢者給付

［事務局］小玉千恵（兼務）・本間康浩（兼務） 〈主な仕事〉医療対策・医療従事者確保対策・保健医療介護福祉
　　　  の連携・地域包括医療ケア推進に関すること  

〈主な仕事〉高齢者の総合相談・介護予防・認知症予防

〈主な仕事〉生活保護・障がい者（児）福祉・母子（寡婦）父子福祉
　　　  子ども若者支援 

〈主な仕事〉薬剤・栄養・放射線・検査
　　　 リハビリ・歯科衛生

〈主な仕事〉地域連携・健康管理

〈主な仕事〉庶務・会計・医事・施設管理

議会事務局 電話76-2190 ［事務局長］ 高木ゆかり 〈主な仕事〉議会運営・監査委員会の補助事務

総　務　課 電話76-2211 ［課長］ 大谷哲也  ［課長補佐］ 関島哲郎

総 務 担 当 湯立美智恵・信藤　晃 〈主な仕事〉給与・例規・庶務・秘書・行政改革

企画財政課 電話76-3941 ［課長］ 那須忠巳

産業振興課 電話76-2214 ［課長］ 森山 篤  ［課長補佐］ 石飛幹祐  ［課長補佐］深石尚志（農業委員会兼務）

住　民　課 電話76-2213 ［課長］ 藤原清伸   ［課長補佐］ 内田寿一   ［課長補佐］ 田村 正（来島支所長兼務）

企 画 担 当

出 納 担 当

三島光暁・吾郷紘平 〈主な仕事〉企画・総合振興計画・地方創生・過疎対策・広域行政・土地利用・広報広聴・統計

財政管理担当 大谷剛史郎・小村美紗子 〈主な仕事〉予算・町債・基金・地方交付税

地域振興課 電話76-2864 ［課長］ 長島淳二  ［課長補佐］ 田村 剛

地域振興担当 安部亜裕子・三島啓太（教育委員会兼務）
三宅一樹・伊藤きらり（島根県からの派遣職員）

〈主な仕事〉地域振興・ふるさと納税・飯南高校支援・国道54号活性化対策
　　　　　志津見ダム周辺地域活性化対策

定 住 担 当 大江基博（任期付職員）・面坪久美（任期付職員） 〈主な仕事〉定住対策・地域おこし協力隊・人材確保支援センター

農業振興担当 野津史昭・澤田和彦・田邉郁也・渡邉信太郎
山本友梨子・福留勇貴（任期付職員）

〈主な仕事〉農業振興・特産園芸・果樹振興・畜産振興・基盤整備

林 業 担 当 星野　崇 〈主な仕事〉林業振興・有害鳥獣対策

観光振興担当 石川　健 〈主な仕事〉観光振興・森林セラピー・地域情報発信・特産品販路拡大

商工・新産業振興担当 林　泰宏 〈主な仕事〉商工振興・新産業・企業誘致・観光農園・都市交流

行革･情報担当 山内孝之・景山瑛太

三嶋一生

〈主な仕事〉消防防災・選挙・情報・入札

〈主な仕事〉出納事務・決算・債券運用

派 遣 職 員 渡邊博司（雲南市・飯南町事務組合）・竹田佑子（雲南市・飯南町事務組合）・岡田敬依子（地域活性化センター）
深石純生（島根県市町村課）・吉井健司（雲南広域連合）・小林　亘（島根県後期高齢者医療広域連合） 

税 務 担 当

町民生活担当

熊谷かおり・落合亮仁 〈主な仕事〉税務・保険料徴収

安田健一・前川由紀・岡田季樹・高橋英子（任期付職員） 〈主な仕事〉保育所・子育て支援・交通安全・環境衛生・戸籍・住民基本台帳
　　　　　国民年金・地域公共交通・窓口事務

井手上薫（任期付職員） 〈主な仕事〉窓口事務来 島 支 所
　電話76 - 2 3 9 3 　

志 々 支 所
　電話73 - 0 0 0 1 　

土 木 担 当

派 遣 職 員
（社会福祉協議会）

［所長］景山直美（桜ヶ台保）　［所長］原　美佳（赤名保）
奥野陽子（来島保）・山根寛子（赤名保）・岡田雅子（来島保）
飯島恵美子（赤名保）・空岡悦子（桜ヶ台保）・藤原智恵子（来島保）・石田裕美（桜ヶ台保）
 

出　納　室 電話76-2215 ［会計管理者］ 門脇貴子

建　設　課 電話76-3942 ［課長］ 那須和博  ［総括監］ 藤原一也

藤原将洋・景山貴文・石川　理

上下水道担当 塚原　誠・岡田祐也・朝津直哉

〈主な仕事〉公共土木・農林土木・災害復旧・公営住宅 

〈主な仕事〉水道・下水道・農業集落排水・合併処理浄化槽 

町民生活・土地改良担当

頓原基幹支所 電話72-0311 ［基幹支所長］ 和田真一

渡邊典子・藤原さくら

地籍調査担当 山田弘幸

山中律子

〈主な仕事〉窓口事務・土地改良区

〈主な仕事〉地籍調査

〈主な仕事〉窓口事務

令和2年度

校 務 技 術 員 岸野富夫（赤名小）（再任用職員）

学校教育担当

社会教育担当

教育委員会 電話76-3944 ［次長］ 永井あけみ  ［課長補佐］ 田部宏幸

難波慎司・田原理映
早川　潤（県教育委員会からの派遣職員）

奥野憲孝・若槻慎也（県教育委員会からの派遣職員）

〈主な仕事〉庶務・教育行政総括・学校教育事務・給食会・飯南高校支援 

〈主な仕事〉社会教育・社会体育・人権教育・文化振興・文化財保護

地域医療部

町長 山碕 英樹　　　副町長 塚原 隆昭　　　教育長 矢飼 斉

落合亮仁
住民課

福留勇貴
産業振興課（任期付採用）

面坪久美
地域振興課（任期付採用）

山本奈那
飯南病院看護師

伊藤久実
飯南病院歯科衛生士

石川　健
産業振興課

高橋英子
住民課（任期付採用）

早川　潤
派遣指導主事

若槻慎也
派遣社会教育主事

伊藤きらり
地域振興課

渡邊彩子
飯南高校

古賀崇真子
大しめなわ創作館

新規採用職員

派遣職員紹介

4月1日付で、次の7人を採用しました。 

4月1日付で、島根県から派遣された職員を紹介します。 新任地域おこし協力隊

3月31日付で、次の職員が
退任・退職しました。

退任・退職者

田村利哉
戸田秀子
上田幸子
永田千鶴子
岡本光世
藤原靖久
高橋利英

来島小学校

飯南病院

飯南病院

地域振興課（任期付職員）

地域振興課（任期付職員）

保健福祉課（任期付職員）

産業振興課（任期付職員）

森山雄三

山戸由紀・石飛悦子（福祉事務所兼務）
田村素子（地域包括支援センター兼務） ・安田香阿里
川本夕紀子・空岡　舞・石橋佐知子

湯丹百合子（病棟主任）・三島由美（病棟主任）
内田亜紀（外来主任）・森口由美子（外来主任） 
渡邊洋子・藤原真理子・吉川礼子・市山雅史・木村純子
影山寛美・三嶋圭子・明見葉子・景山友美・長岡恵美
坪倉千恵・舛田由里香・大上綾子・伊藤美亜・熊谷美樹
岩見桃子・田部沙弥・平野　愛・宍戸由佳・山本奈那
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本のリクエストは、この箱で受け付けています

〈頓原地域〉　那須久三

〈赤名地域〉　金藤正道

赤名・谷地区担当
壮年期保健等

安田香阿里

食育・食生活改善等

石橋佐知子

認知症地域支援推進員

岩崎孝美

頓原地区担当高齢者保健等
（包括兼務）

田村素子

志々地区担当
母子保健等

空岡　舞

看護師

田中多美

精神・母子保健等
（福祉事務所兼務）

石飛悦子

総括・来島地区担当
壮年期保健等

山戸由紀

来島地区担当
壮年期保健等

川本夕紀子

主任介護支援専門員
理学療法士

嘉田将典
〈志々地域〉　桐原　敏

〈谷地域〉　澤田定成

〈志々地域〉　渡部佳子

〈来島地域〉　杤木宣夫

各部署の担当者を
紹介します

　住民の皆さんが元気に暮らせるよう健康づくりを
お手伝いします。健康相談、栄養相談、育児・介護の
相談や困りごとがあれば、気軽にお声がけください。

　住み慣れた地域で、自立した生活ができるように
お手伝いします。気軽にお声がけください。

保健師地区担当・業務担当

地域包括支援センターの職員

●飯南病院   電話72-0221　●来島診療所   電話76-2309　●保健福祉センター   電話72-1770

４
月
か
ら
飯
南
病
院
に
勤
務
す
る

職
員
を
紹
介
し
ま
す

歯
科
衛
生
士　
伊
藤
久
実

　
私
は
、生
ま
れ
て
か
ら
18
年
間
飯
南
町
で
育
ち
ま

し
た
。そ
の
後
、歯
科
衛
生
士
に
な
る
た
め
に
松
江

市
の
専
門
学
校
へ
進
学
し
、卒
業
後
は
松
江
市
内
の

病
院
で
勤
め
て
い
ま
し
た
。

　
結
婚・出
産
し
、約
３
年
前
か
ら
飯
南
病
院
の
歯

科
口
腔
外
科
で
嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
ず
地
域
医
療
に

貢
献
で
き
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
ま
す
。よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

看
護
師　
山
本
奈
那

　
こ
の
春
、益
田
市
の
看
護
学
校
を
卒
業
し
、飯
南

町
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
新
人
看
護
師
と
し
て
働
く
中
で
分
か
ら
な
い
こ

と
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、日
々
多
く
の
こ
と

を
吸
収
し
、成
長
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。そ

し
て
飯
南
町
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、元
気

に
頑
張
り
ま
す
！

主
任
保
健
師　
吉
田
育
枝

　
保
健
福
祉
課
か
ら
の
異
動
で
飯
南
病
院
に
勤
務

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
地
域
で
の
健

康
づ
く
り
を
通
し
て
、地
域
の
方
々
か
ら
、た
く
さ

ん
の
学
び
や
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
地
域
で
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
活
か
し
な
が

ら
、医
療
と
い
う
現
場
か
ら
、地
域
の
皆
さ
ん
の
健

康
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　飯南町がいつまでも安心して暮らせ
る地域になるように、一丸となって頑張
りますのでよろしくお願いします。
　また今年度は集落実態調査の最終
年度です。より良い地域を目指し、これ
からの地域づくりをみんなで一緒に考え
ましょう。お住まいの地域で調査がある
ときは参加してみてください。

今月は集落支援員を
紹介します！

住みよいまちへ

町内 5地区で活動する、地域
とともに歩む「集落支援員」
の活動を紹介します。

●中山間地域研究センター
　電話 0854-76-2025
　http://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

センター図書室
のご案内

こんにちは

中山間地域
研究

センターで
す。

　中山間地域研究センターに併設し
ている図書室は、町民の皆さんをはじ
めどなたでも利用できます。
　常設の図書は、農林畜産業や中山間
地域関係の少し内容が硬めの本が多
いのですが、絵本や自然科学の本、大
人向けの小説などバラエティーに富ん
だ図書100冊を県立図書館から借り

受けて３カ月おきに更新しています。
　また本を借りるだけでなく、学生の
皆さんの勉強の場、子どもさんや家族
の団らんの場としても利用できます。
　初めて本を借りる人は「利用者カー
ド」を作成しますので、住所が確認でき
るものを持参してください。皆さんの
お越しをお待ちしています。

図書室開室日
日曜日～金曜日
（土曜日、祝日、年末年始は閉室）
●図書室開室時間
　9時～17時
●貸し出し
　一人5冊、21日間（3週間）まで
●図書室の情報は、上記のセンター
ホームページに掲載しています　
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赤名・谷地区　5月18日（月）

向谷集会所

板屋谷集会所

肉戸ケフ様宅 前

北野下公民館

栗屋谷入り口付近

衣掛給油所前

農林会館

森島建設㈱ 前

難波祐規様宅 前

景山誠二様宅 前

山本晃二様宅 前

福田自治会館

塩谷下集会所

谷高齢者ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

  9 : 00〜  9 : 20

  9 : 25〜  9 : 40

  9 : 50〜  9 : 55

10 : 00〜10 : 10

10 : 15〜10 : 25

10 : 35〜10 : 45

10 : 50〜11 : 00

11 : 05〜11 : 15

11 : 20〜11 : 40

13 : 00〜13 : 10

13 : 15〜13 : 20

13 : 25〜13 : 30

13 : 45〜13 : 55

14 : 00〜14 : 05

場　　所 時　　間

来島地区　5月19日（火）

奥真木公民館

木工創作等研修館

たかばし生活改善ｾﾝﾀｰ

琴麓集会所

安江会館

潜岩バス停付近

来島基幹集落センター

野萱集会所

奥野又督様宅 前

加田の湯

加藤博樹様宅 前

小村すみ子様宅 前

木村秀二様宅 前

  9 : 00〜  9 : 10

  9 : 20〜  9 : 30

  9 : 40〜  9 : 55

10 : 00〜10 : 05

10 : 10〜10 : 25

10 : 30〜10 : 45

10 : 50〜11 : 10

11 : 15〜11 : 20

11 : 30〜11 : 40

12 : 40〜12 : 50

13 : 00〜13 : 05

13 : 05〜13 : 15

13 : 25〜13 : 35

場　　所 時　　間

頓原・志々地区　5月20日（水）

交流ｾﾝﾀｰ都加賀

太田公会堂

大万木山麓自治会館

宇山小和田公会堂

門会館

長谷公民館

佐見会館

琴引公会堂

交流センターとんばら

獅子倶楽部

谷川・南公民館

さつき会館

志津見集会所

角井自治会館

  9 : 00〜  9 : 10

  9 : 20〜  9 : 30

  9 : 40〜  9 : 50

10 : 00〜10 : 05

10 : 15〜10 : 30

10 : 40〜10 : 50

11 : 00〜11 : 10

11 : 15〜11 : 25

12 : 45〜13 : 20

13 : 40〜13 : 50

14 : 00〜14 : 10

14 : 15〜14 : 25

14 : 35〜14 : 40

14 : 50〜15 : 05

場　　所 時　　間

飯南町無料職業紹介所   電話76-2864
（役場地域振興課内）

求 人

情 報

　直近１カ月に受け付けた求人を紹介しま
す。詳しい内容を知りたい方、このほかの求人
情報をご覧になりたい方は、お問い合わせく
ださい。求人情報の閲覧のみも可能です。

（株）後藤建設　72-0103

施工管理業務の補助(建築工事・土木工事) 2人パート

（株）Aコープ西日本Ａコープエルシィー店　72-1221

商品作りまたは補充・レジ等 2人フル

（株）Aコープ西日本Ａコープきじま店　76-2319

店舗業務（青果・鮮魚・食料品等の商品作り、品出し、レジ等） 3人フル

（株）Aコープ西日本Ａコープあかな店　76-2319

店舗業務（青果・食料品等の商品作り、品出し、レジ等） 3人フル

九州惣菜（株）　093-391-7717

Aコープきじま店内で、寿司・揚げ物・弁当・惣菜等の製造販売 1人パート

（有）ホリエ　72-0102

農林業機械の修理、販売
59歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

1人フル

（有）直方メディカルサービス　72-0281

事務（こぶし薬局）
30歳以下、普通自動車免許（ＡＴ可） 1人フル

企業警備保障（株）三次事務所　090-8559-5962

警備社員(一般道路及び高速道路)
18歳以上、普通自動車運転免許 2人パート

奥出雲ファーム（有）　76-3138

養豚場作業員
64歳以下、普通自動車運転免許 4人フル

（福）友愛会　72-0214

介護職員（正社員） 18歳～59歳、普通自動車運転免許 3人フル

（有）中山板金　76-2616

建築板金工 
59歳以下、普通自動車運転免許(AT限定不可) 1人フル

（有）槇原商事　72-0321

電気・ガス工事、水道工事、リフォーム作業員 
3５歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

1人フル

松田建設（株）　76-2361

一般土木作業員 
64歳以下、高卒以上、普通自動車運転免許(ＡＴ限定不可) 1人フル

重機オペレーター
64歳以下、重機作業経験者、その他の定置・建設機械の
運転関係資格、車両系建設機械（基礎工事用）運転技能者、
普通自動車運転免許(AT限定不可)

1人フル

飯石森林組合　62-1520

山林作業員（ザ・モリト）
50歳以下、普通自動車運転免許 3人フル

きのこ生産作業員（舞茸センター）
59歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可） 1人フル
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●
対
象

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者
が
い
な

い
場
合
に
、残
さ
れ
た
ご
遺
族
の
う
ち
、次

の
順
番
に
よ
る
先
順
位
者
の
方
お一人

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の

　
弔
慰
金
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
父
母　
　
④
孫　
　
⑤
祖
父
母　
　

⑥
兄
弟
姉
妹

⑦
①
〜
⑥
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

※
③
④
⑤
⑥
は
、戦
没
者
等
と
の
生
計
関

係
の
有
無
等
に
よ
り
順
位
が
変
わ
り
ま
す
。

※
⑦
は
、戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
方
に
限
り
ま
す
。

●
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、５
年
償
還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
間

　
令
和
２
年
４
月
１
日
〜

　
令
和
５
年
３
月
３１
日

●
請
求
窓
口

　

役
場
本
庁
舎
、各
支
所
に
請
求
関
係

書
類
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

住
民
課　
電
話
７
６・２
２
１
３

●
対
象

　
就
労
で
悩
ん
で
い
る
15
〜
49
歳
の
人

●
相
談
日　
毎
月
第
４
水
曜
日（
祝
祭
日・

年
末
年
始
除
く
）※
令
和
３
年
３
月
ま
で

●
相
談
時
間

　
①
13
時
〜
14
時

　
②
14
時
〜
15
時

　
③
15
時
〜
16
時

●
会
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南（
雲
南
市
木

次
町
里
方
５
１
４-

２
）

※
要
予
約（
電
話
か
窓
口
）

■
予
約・問
合
せ

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
サ
ポ
ス
テ
松
江
）　

電
話
０
８
５
２・３
３・７
７
１
０

サ
ポ
ス
テ
松
江
出
張
相
談
会

●
対
象

　

令
和
３
年
３
月
に
大
学（
大
学
院
含
む
）・

短
期
大
学・高
等
専
門
学
校・専
修
学
校

等
を
卒
業
予
定
の
人
、大
学
等
卒
業
後
３

年
以
内
の
人
、県
内
就
職
を
希
望
す
る
人

●
日
時

　
５
月
24
日（
日
）12
時
〜
16
時
25
分

●
会
場

　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

●
内
容

・企
業
紹
介
プ
レ
ゼ
ン
L
I
V
E（
約
4
0

社
）・合
同
企
業
説
明
会（
約
1
6
0
社
）

※
４
月
中
旬
か
ら「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し

ま
ね
」の
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

ジ
ョ
ブ
カ
フェ
し
ま
ね　

電
話
０
１
２
０・６
７・４
５
１
０

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

●
対
象

　
母
子
家
庭
、父
子
家
庭
、寡
婦
の
人

●
相
談
日

　
申
込
み
時
に
調
整

●
会
場

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す

■
申
込
み・問
合
せ

福
祉
事
務
所　

電
話
７
２・１
７
７
３

ひ
と
り
親
家
庭

巡
回
就
業
相
談

●
対
象　
県
内
の
福
祉
事
業
所・福
祉
職

場
に
就
職
を
希
望
す
る
人

●
日
時
・会
場　

・５
月
16
日（
土
）12
時
10
分
〜
15
時

 （
朱
鷺
会
館
）

・５
月
23
日（
土
）12
時
10
分
〜
15
時

 （
く
に
び
き
メ
ッ
セ
）

●
内
容

・福
祉
の
職
場
１
分
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン

 

（
朱
鷺
会
館
の
み
）

・し
ま
ね
の
福
祉
魅
力
発
信
コ
ー
ナ
ー

 （
く
に
び
き
メ
ッ
セ
の
み
）

・事
業
所
に
よ
る

 

個
別
就
職
面
談
コ
ー
ナ
ー

・就
労
支
援
機
関
等
に
よ
る

 

個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

・福
祉
の
仕
事
説
明
コ
ー
ナ
ー

■
問
合
せ　

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）　

電
話
０
８
５
２・３
２・５
９
５
７

福
祉
・
保
育
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

就
労
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

狂
犬
病
予
防
注
射
を

実
施
し
ま
す

日
時・場
所
を
確
認
の
う
え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
予
約
不
要
） 

 

■
問
合
せ　
住
民
課　
電
話
7
6・2
2
1
3

https://www.gogo-jobcafe-shimane.jp/



河原で日向ぼっこをするアカタテハ冬眠明けの熊も真っ先に食べると言われるフキノトウ
登録はとても
簡単（約1分）

図書館探検
楽し

さいっぱい!

飯南町立図書館
2020年・第62回　

こどもの読書週間

『出会えたね。とびっきりの１冊に。』

2020年・第62回　

こどもの読書週間

『出会えたね。とびっきりの１冊に。』

2020年・第62回　

こどもの読書週間

『出会えたね。とびっきりの１冊に。』

2020年・第62回　

こどもの読書週間

『出会えたね。とびっきりの１冊に。』

　

今
年
も
こ
ど
も
の
読
書
週
間
に
合

わ
せ
て
、楽
し
い
企
画
を
用
意
し
ま
し

た
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
本
と
親
し
み
、

読
書
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん

の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
ぼ
く
の
！
わ
た
し
の
！

と
び
っ
き
り
の
一
冊
」

　

イ
ラ
ス
ト
が
印
象
深
か
っ
た
絵
本

や
、心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
お
話
な
ど
、

み
ん
な
に
お
す
す
め
し
た
い
と
び
っ

き
り
の
一
冊
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

展
示「
国
語
の
授
業
は
楽
し
い
な
」

　

新
年
度
に
入
り
、新
し
い
教
科
書
に
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
必
見
！

小
学
校
の
国
語
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る

お
話
を
揃
え
ま
し
た
。教
科
書
で
読
む

と
き
と
は
違
う
感
覚
で
楽
し
め
ま
す
。

ク
イ
ズ

「
お
話
の
世
界
で
間
違
い
さ
が
し
」

※
対
象
：
小
学
生
ま
で

　

み
ん
な
が
よ
く
知
っ
て
い
る
お
話

か
ら
ク
イ
ズ
を
出
し
ま
す
。い
く
つ
間

違
い
を
見
つ
け
出
せ
る
か
な
？
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
ね
。

「
ど
う
ぶ
つ
身
体
測
定
」

　

身
長
だ
け
じ
ゃ
な
い
？
首
、鼻
、舌

な
ど
、動
物
の
い
ろ
い
ろ
な
長
さ
、大

き
さ
を
計
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
！
見
て

楽
し
い
企
画
展
示
で
す
。

■
問
合
せ

飯
南
町
立
図
書
館　

電
話
７
２
・
０
３
０
１

4/23(木 )～5/12(火 )

　
「
美
味
し
ま
ね
ゴ
ー
ル
ド
」を
取
得
し

た（
農
）眞
栄
グ
ル
ー
プ
の「
種
ま
き
」に

お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　

土
を
敷
き
、種
を
ま
き
、ま
た
土
を

か
ぶ
せ
る
。自
動
化
が
進
み
つ
つ
あ
る

米
づ
く
り
の
現
場
。で
も
、機
械
に
土
を

入
れ
た
り
、種
を
入
れ
た
り
、苗
箱
を

軽
ト
ラ
で
運
ん
で
ハ
ウ
ス
に
敷
き
詰
め

た
り
す
る
の
は
、や
っ
ぱ
り
人
。「
食
の

物
語
に
人
あ
り
」と
い
う
こ
と
を
改
め

て
実
感
し
た
よ
く
晴
れ
た
春
の
1
日
で

し
た
。（
5
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

 「家族でつくる人権標語」優秀作品から
今月の人権標語

赤来中1年　伊達　佑太さん
　家族名　伊達　佑紀さん

なりたいよ!!
　　人の気持ちを
　　　　　　　分かる人

　標語に込められた思いを町民みん
なで意識し、差別や偏見のない明るい
まちづくりをめざしましょう。

ゆうた

ゆうき

（
上
赤
名
）

（
下
赤
名
）

お
名
前

親
族

地
区

（91）（91）
賢　
三

峰　
静

吉
村 

ノ
ブ
コ 

様

矢
飼 　
　
榮 

様

　
　
　
　
　
　 

3
月
届
出
分

服
部 　
　
友
祐 

ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　 

3
月
届
出
分

　
周
（
町　
区
）

新
生
児

届
出
人

地
区

ゆ
う
す
け

安
部　
徳
則

石
川　
　
隆

岡
田　
繁
富

景
山
サ
チ
子

景
山　
　
稔

景
山　
牧
栄

片
岡　
千
鳥

塩
田
美
代
子

千
葉
ト
ミ
ヱ

藤
原　
　
正

本
間　
啓
美

三
上　
朋
子

山
本　
正
敏

短
　
歌
　
　
頓
原
公
民
館
短
歌
教
室  

三
月
詠
草

新
型
の
コロ
ナ
ウ
ィル
ス
の
蔓
延
は
三
十一文
字
に
表
現
し
難
し

雨
の
中
顔
を
ゆ
が
め
て
ひ
た
走
る
女
子
駅
伝
の
選
手
美
し

ど
の
よ
う
に
語
れ
ど
還
ら
ぬ
若
き
日
よ
開
き
直って
春
空
仰
ぐ

今
年
の
春
行
き
つ
も
ど
り
つ
定
ま
ら
ず
ク
リ
スマ
スロ
ー
ズ
ふ
る
え
つつ
咲
く

新
品
の
除
雪
機
は
暖
冬
で
出
番
待
ち
い
し
に
今
日
も
お
呼
び
な
し

福
寿
草
は
金
箔
色
の
花
開
き
陰
れ
ば
閉
じ
て
陽
を
待
つ
花
よ

春
立
ち
て
やっと
積
も
り
し
峡
の
雪
残
ら
ず
解
け
て
梅
花
ほ
こ
ろ
ぶ

西
南
西
今
年
の
恵
方
と
聞
き
し
夜
世
間
並
み
に
と
海
苔
巻
頬
張
る

鍵
二
つ
持って
通
い
し
日
も
遥
か
今
は
娘
の
訪
い
来
る
を
待
つ

き
さ
ら
ぎ
の
光
の
な
か
の
枝
垂
れ
梅
囁
く
ほ
ど
の
風
に
揺
れ
い
る

見
上
ぐ
れ
ば
梅
の
莟
が
空
に
満
つ
は
ぐ
く
む
古
木
の
黙
し
て
し
ず
か

文
化
祭
、活
動
成
果
の
発
表
は
互
い
の
安
否
か
け
つつ
弾
む

厄
除
か
ら
毎
年
続
く
寅
年
会
元
気
な
顔
に
合
わ
す
楽
し
み

み     

そ 

ひ
と 

も   

じ

あ
ら
わ

森林セラピー
通 信森の

　たより
森の
　たより

ぬくもり
情報局ふ

る
さ
と
の
森
に
も
春
が

　

標
高
５
５
０
メ
ー
ト
ル
前
後
に
あ
る
飯
南

町
ふ
る
さ
と
の
森
は
、地
形
の
関
係
な
の
か
、

春
の
動
植
物
た
ち
の
動
き
出
し
が
少
し
遅
め

で
す
。そ
ん
な
中
、少
し
ず
つ
春
の
足
音
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
、森
の
中
で
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
飛
ん
で

い
る
の
は「
ア
カ
タ
テ
ハ
」。こ
の
蝶
は
、成
虫
の

ま
ま
越
冬
し
、春
の
野
草
が
芽
吹
く
頃
に
産

卵
す
る
珍
し
い
蝶
で
す
。森
の
木
陰
に
目
を
や

る
と
、春
の
山
菜「
フ
キ
ノ
ト
ウ
」が
顔
を
出

し
て
い
ま
し
た
。昔
か
ら「
春
に
は
苦
み
を
盛

れ
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、冬
の
間
に
体
内
に

溜
ま
っ
た
老
廃
物
や
脂
肪
を
排
出
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う

中
、家
に
閉
じ
こ
も
って
い
て
も
い
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、予
防
を
し
っ
か
り
し
つ
つ
、ウ
イ

ル
ス
に
負
け
な
い
身
体
づ
く
り
や
、免
疫
力
を

高
め
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。世
間
と

は
無
縁
に
も
感
じ
ら
れ
る
ふ
る
さ
と
の
森
に

足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
森
の
便
り
」

　

普
段
な
か
な
か
来
ら
れ
な
い
森
の
様
子
や

森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
こ
と
を
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

で
お
届
け
し
ま
す（
不
定
期
）。興
味
が
あ
る
人

は
、Q
R
コ
ー
ド
か
ら
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登

録
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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30

6/6

4/26 4/27

6/1 6/2 6/3 6/4 6/5

4/28 4/29 4/30

3

10

17

24

31

みどりの日 こどもの日 振替休日憲法記念日

収集日 収集地区 収集日 収集日

金属類・灰類
くつ類・プラスチック類

陶器・ガラス類
くつ類・プラスチック類

教育 健康・保健 文化・体育 その他

水 木 金 土火月

まちのスケジュール 2020.5

20日（水）

25日（月）

27日（水）

26日（火）

18日（月）

20日（水）

19日（火）

11日（月）

13日（水）

12日（火）

6日（水）

8日（金）

7日（木）

頓　原

27日（水）赤　来

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
  飯
南
町

小
さ
な
田
舎
か
ら
の「
生
命
地
域
」宣
言

発
行
／
飯
南
町
　
編
集
／
企
画
財
政
課
　
〒
690-3513  島

根
県
飯
石
郡
飯
南
町
下
赤
名
880　

電
話（
0854）76-3941  FAX（

0854）76-3943　
http://w

w
w
.iinan.jp/

ま
ち

資源物
汲取り地区 汲取り日 収集地域

頓　原
志　々

赤　名

来　島 12日（火）　 14日（木）

20日（水）　 22日（金） 

　7日（木）　 　9日（土）

●4,752人（前月比－21人）  ●男性2,232人  ●女性2,520人  ●世帯数2,027戸　R2.4.1 現在

広
報

し尿汲取り日

町の人口

［頓原地域］電話72-1401 ［赤来地域］電話76-2441 ［いいしクリーンセンター］電話72-9217　※決められた日時をお守りください。

スマホで広報紙を
読みませんか？

日

頓 原 連 担 地

八 神 連 担 地

頓原・八神連担地以外

赤 名 連 担 地

来 島 連 担 地

赤名・来島連担地以外

2020.4 N
o.184

令
和
2年
4月
20日

瀬戸山城・武名ヶ平山
ハイキング
（赤名農村環境改善センター）

i座談会「30～40代
の働いている男性」
（ふれあいホールみせん）
19：00～

のぶリンのレコード
コンサート（頓原公）しまね家庭の日

山野草展
（福島邸）〈～31日〉

谷地区グラウンドゴ
ルフ大会（山村広場）
はぴこ無料結婚
相談会※予約制
（飯南町役場）18：00～
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